
10年後の未来はどうなってるでしょう？

Chromebook　1人1台の実現

Google for Education　で探究的な学びを実現 



※「Classi」はベネッセコーポレーション株式会社とソフトバンク株式会社の合同会社となります。

※CBT：「Computer Based Testing」の略。問題用紙やマークシート等の紙を使わず、タブレット端末や
パソコンなどに対して回答を入力する試験形態のこと。

①入学時に本校指定の端末（Acer社　Chromebook）を購入頂きます。端末価格は、3年間の修理保証を
　含めて、6万円程度を予定しております（2020年度入学生実績より）。
②端末は本校卒業後も、個人所有のものとして利用可能です。
③諸経費として、6000円/年の「ICT教育設備費」を徴収いたします。この費用は校内のWI-FI環境やICT
　学習環境の維持・充実に利用いたします。

■Classiを活用して学びのPDCAサイクルを確立
文星女子高では2018年度より全校生徒対象に教育クラウドサービス「Classi」を導入
し、日々の学習の確認をおこなっています。これからの大学入試改革に備えて、学び
の記録（ポートフォリオ）を蓄積したり、外部模擬試験の結果をもとにした一人一人
に適した学習課題に取り組むことができます。生徒は毎日の学習時間を記録し、その
日の振り返りをおこないます。担任の先生が、生徒にコメントをすることでPDCAを
促し、生徒の成長をを細かにサポートしています。

■ICTを活用した「面倒見の良さ」■ICTを活用した「面倒見の良さ」

■ICTを活用した「英語教育の充実」
大学入試改革でも話題となったように、これからの国際社会を見据えて英語力の向上
は不可欠となり、「読む」「書く」「聞く」「話す」の4技能をバランスよく育成し
なければなりません。特に「聞く」「話す」能力については、スピーキングの課題を
音声ファイルで提出・採点したり、外部サービス「English Central」を活用して発音
や聞き取る力の学習を進めています。民間英語検定「GTEC」の結果を見ると、
Chromebook導入後、スコアが大きく伸張しました。これからの試験の主流となる
CBTCBT※に対応する能力も同時に育成しています。


